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第
六
十
三
回
福
島
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
い
わ
き
大
会
は
、

平
成
二
十
五
年
六
月
六
日
（
木
）

七
日
（
金
）
の
二
日
間
、
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
震
災

や
東
北
大
会
福
島
大
会
の
た
め
に

三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
会
テ
ー
マ
「
未
来
へ
つ
な

ご
う
。
大
切
な
い
の
ち
を
。
～
福

島
で
生
き
る
子
供
た
ち
の
未
来
へ

～
」
の
も
と
、
御
来
賓
八
名
の
御

臨
席
を
賜
り
、
県
全
域
か
ら
の
参

加
者
は
四
百
名
を
超
え
て
熱
気
あ

ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
講

演
に
分
科
会
と
、
県
内
各
地
で
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

活
気
に
満
ち
た
討
議
が
行
わ
れ
、

い
わ
き
地
区
実
行
委
員
や
参
加
者

の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
盛
会

の
も
と
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
関
係
諸
機
関
の
御
理
解
・

御
支
援
・
御
協
力
に
対
し
深
甚
な

る
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
日
目

◎ 

開
会
式
・
表
彰
式
・
講
演
・
教

育
懇
談
会

　

大
会
に
先
立
ち
、
高
校
生
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
小
名
浜

高
校
の
武
城
太
鼓
と
い
わ
き
海
星

高
校
の
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
の

の
方
々
の
多
年
に
わ
た
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
対
し
て
贈
呈
さ
れ
、
引
き

続
き
県
高
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
川
俣
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
田
村

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
あ
さ
か
開
成
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地

球
の
ス
テ
ー
ジ
代
表
理
事
桑
山
紀

彦
氏
を
お
迎
え
し
、「
地
球
の
ス

テ
ー
ジ
～
災
害
特
別
版
」
の
演
題

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
医
療
救
援
活
動
や

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
者
支
援

の
活
動
を
も
と
に
命
の
尊
さ
や
心

の
ケ
ア
の
大
切
さ
を
訴
え
、
ギ

タ
ー
演
奏
に
よ
る
ご
自
身
の
歌
の

披
露
と
あ
い
ま
っ
て
感
動
に
満
ち

た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
懇
談
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
う

つ
く
し
ま
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
振
興

会
の
皆
様
に
よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞

が
披
露
さ
れ
る
中
で
、
参
加
者
は

地
域
を
越
え
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

第
二
日
目

◎
分
科
会

　

五
つ
の
分
科
会
で
各
二
校
の

テ
ー
マ
発
表
が
行
わ
れ
、
協
議
に

お
い
て
は
参
加
者
の
熱
気
が
み
な

ぎ
っ
て
、
盛
ん
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
校
に
協
議
内
容

が
持
ち
帰
ら
れ
、
さ
ら
に
有
意
義

な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

分
科
会
一
覧

第
一
分
科
会　
　

総
務
委
員
会

「
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
」

清
陵
情
報
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　

雅
和

「
本
校
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

勿
来
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

康
之

第
二
分
科
会

　

進
路
対
策
委
員
会
（
就
職
）

「
本
校
に
お
け
る
進
路
指
導
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
進
路
対
策
委
員
会
の
取
り
組

み
」

相
馬
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
野　

吉
男

「
四
倉
高
等
学
校
に
お
け
る
進
路

指
導
（
就
職
）
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」

四
倉
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

�

村
田　

安
則

第
三
分
科
会

　

進
路
対
策
委
員
会
（
進
学
）

「
我
が
校
の
進
路
指
導
（
進
学
）

に
つ
い
て
」

福
島
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

�

菅
野　

隆
記

「
生
徒
の
新
目
標
決
定
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
か
か
わ
り
方
」

い
わ
き
光
洋
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長�

大
平　
　

徹

第
四
分
科
会　

健
全
育
成
委
員
会

「
生
徒
と
保
護
者
と
共
に
歩
む
健

全
育
成
委
員
会
の
取
り
組
み
」

会
津
農
林
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

�

小
林　

憲
一

「
い
わ
き
海
星
高
校
の
自
転
車
利

用
に
関
す
る
調
査
研
究
」

い
わ
き
海
星
高
等
学
校
健
全
育
成

生
徒
指
導
委
員
長�

大
瀧　

光
一

第
五
分
科
会　

調
査
広
報
委
員
会

「
見
て
知
っ
て
広
報
紙
」

須
賀
川
高
等
学
校
緑
の
会
会
長

�

飯
村　

正
明

「
本
校
に
お
け
る
広
報
活
動
～
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
報
の
役
割
～
」

好
間
高
等
学
校
調
査
広
報
委
員
長

�

大
須
賀　

眞
由
美

第
六
十
三
回
福
島
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
い
わ
き
大
会

未
来
へ
つ
な
ご
う
。大
切
な
い
の
ち
を
。

～
福
島
で
生
き
る
子
供
た
ち
の
未
来
へ
～東北地区高P連顕彰受賞者

●表彰状

橘内　善雄　福島商業高等学校　 副会長　県北地区会長

木村　浩之　原町高等学校　　　 副会長　相双地区会長

●感謝状

関根　英樹　福島高等学校　　　 会　長　会長

遠藤　高志　郡山北工業高等学校 副会長　代議員

 (健全育成副委員長)

林　　健幸　会津高等学校　　　 副会長　代議員(調査広報委員)

鹿股　　亘　磐城桜が丘高等学校 副会長　代議員(進路対策委員)

福島県高P連顕彰者

●表彰状

双葉高等学校　小野田　浩宗

サテライト校代表Ｐ会長として教育環境等の向上のために特

に尽力した。県高P連進路対策委員　双葉高等学校PTA会

長1年　副会長2年

●感謝状

関根　英樹　福島高等学校　　　 会　長

本間　　稔　福島高等学校　　　 副会長(総務副委員長)

湯田　重哉　福島高等学校　　　 理　事(事務局次長)

片平千賀子　福島高等学校　　　 理　事

橘内　善雄　福島商業高等学校　 副会長(進路対策副委員長)

菅野　貴夫　福島商業高等学校　 理　事(県北地区会事務局校長)

佐藤　喜夫　福島商業高等学校　 理　事

伊藤　祐治　福島東高等学校　　 理　事(健全育成副委員長)

藤田　敏夫　福島東高等学校　　 理　事

遠藤　高志　郡山北工業高等学校 副会長(健全育成委員長)

佐藤　和紀　郡山北工業高等学校 理　事(県南地区会事務局校長)

髙橋　千昭　郡山北工業高等学校 理　事

柳沼　雅彦　清陵情報高等学校　 理　事(進路対策副委員長)

田村　和彦　清陵情報高等学校　 理　事

林　　健幸　会津高等学校　　　 副会長(調査広報委員長)

平岩　典男　会津高等学校　　　 理　事(会津地区会事務局校長)

渋井　祥雄　会津高等学校　　　 理　事

大八木正秀　喜多方桐桜高等学校 理　事(進路対策副委員長)

星　　博之　喜多方桐桜高等学校 理　事

長谷川浩一　西会津高等学校　　 監　事

鹿股　　亘　磐城桜が丘高等学校 副会長(進路対策委員長)

守谷　早苗　磐城桜が丘高等学校 理　事(いわき地区会事務局校長)

清水　幸恵　磐城桜が丘高等学校 理　事

松尾つや子　いわき総合高等学校 理　事(調査広報副委員長)

石井　克典　いわき総合高等学校 理　事

猪狩　理佳　平工業高等学校　　 監　事

木村　浩之　原町高等学校　      副会長(健全育成副委員長)

本多　光弥　原町高等学校　      理　事(相双地区会事務局校長)

西山喜代子　原町高等学校　      理　事

木下　洋子　相馬高等学校　      理　事

草野　　久　相馬高等学校　      理　事

演
奏
が
披
露
さ
れ
、

熱
演
に
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
、
古
川

雅
和
県
高
Ｐ
連
副
会

長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
は
じ
ま
り
、
福
島

佳
之
県
高
Ｐ
連
会

長
、
塩
澤
秀
介
大
会

実
行
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
表

彰
状
が
小
野
田
浩
宗

双
葉
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
、
感
謝
状
が
関

根
英
樹
前
県
高
Ｐ
連

会
長
以
下
三
十
一
名
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新
会
長
に
福
島
佳
之
氏

(

安
積
）

総
会
で
選
出

研
究
協
議
発
表
に
つ
い
て

福
島
県
立
坂
下
高
等
学
校

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

磯
目　

泰
彦

平
成
二
十
五
年
度

東
北
高
Ｐ
連
大
会
・

全
国
高
Ｐ
連
大
会
報
告

相
双
地
区
の
被
災
会
員
校
へ

義
援
金
を
贈
呈

�

全
国
高
Ｐ
連
か
ら

�

三
百
万
円

東
日
本
大
震
災
等
で

県
教
育
長
に
要
望

　

平
成
二
十
五
年
度
総
会
は
六
月

六
日
、
い
わ
き
市
の
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
県
大
会
に
先

立
ち
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

東
北
大
会
福
島
大
会
の
た
め
、
総

会
の
み
別
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
三
年
ぶ
り
に
大
会

と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
構
成
員

百
十
八
名
中
九
十
四
名
の
出
席

（
二
十
七
名
の
委
任
状
含
む
）
を

得
て
各
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

承
認
・
決
定
さ
れ
た
議
案
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

一
、二
十
四
年
度
事
業
報
告

二
、�二
十
四
年
度
決
算
報
告
・
監

査
報
告

三
、二
十
五
年
度
事
業
計
画
案

四
、二
十
五
年
度
予
算
案

五
、�二
十
五
年
度
役
員
・
専
門
委

員
の
選
出
及
び
顧
問
の
推
戴

並
び
に
派
遣
役
員
の
選
出

か
ら
も
深
い
理
解
と
「
全
力
を
挙

げ
て
対
処
し
た
い
」
と
い
う
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

要
望
事
項

一　

�

地
震
に
よ
り
破
損
・
損
壊
し

た
施
設
・
設
備
の
早
期
復
旧

二�　

放
射
線
に
関
わ
る
諸
調
査
及

び
除
染
対
策
の
継
続
と
強
化

三�　

サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
お
け
る
教

育
環
境
の
整
備

　

ア�　

協
力
校
・
大
学
と
の
緊
密

な
連
携
と
施
設
設
備
の
有
効

活
用
の
促
進

　

イ�　

教
育
用
具
等
、
備
品
不
足

の
解
消

　

ウ�　

Ｊ
Ｒ
等
、
公
共
交
通
機
関

に
よ
る
生
徒
の
活
動
実
態
に

応
じ
た
通
学
手
段
の
確
保

　

エ�　

近
隣
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
、
他
団
体
等
所
有
施

設
の
借
用
措
置
等
の
推
進

　

オ�　

サ
テ
ラ
イ
ト
校
や
宿
泊
施

設
に
お
け
る
生
活
環
境
の
改

善

四�　

平
成
二
十
六
年
三
月
新
規
卒

業
生
、
特
に
相
双
地
区
卒
業
生

に
対
す
る
求
人
確
保
等
、
就
職

促
進
対
策
の
強
化

五�　

施
設
・
設
備
の
耐
震
化
対
策

の
継
続
と
強
化
並
び
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置

　

全
国
高
Ｐ
連
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
対
し
て
、
全
国
的
に
義
援

金
の
募
集
活
動
を
行
い
、
本
県
で

も
そ
の
第
四
次
配
分
と
し
て
、
昨

年
は
九
百
二
十
三
万
円
の
浄
財
を

相
双
地
区
会
員
校
と
相
双
地
区
会

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
義
援
金
の
募
集
活
動

は
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
五
次

配
分
と
し
て
全
国
高
Ｐ
連
か
ら

三
百
万
円
の
浄
財
が
恵
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
義
援
金
に
つ
い
て

は
、
相
双
地
区
の
会
員
校
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
転
状
況
に
よ

り
二
百
五
十
八
万
円
、
高
Ｐ
連
相

双
地
区
会
自
体
の
活
動
支
援
の
た

め
に
四
十
二
万
円
を
九
月
二
十
六

日
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

第
六
十
二
回
東
北
地
区
高
Ｐ

連
の
大
会
は
山
形
市
で
、
七
月

十
一
・
十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
感
謝

す
る
こ
こ
ろ
～
家
族
・
地
域
・
社

会
の
絆
を
求
め
て
～
」
で
あ
り
、

そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
各
県
一

校
、
計
六
校
の
発
表
と
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
の
研
究

テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
た
く

ま
し
く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た

め
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
架

け
橋
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
で
き
る

こ
と
」
と
い
う
こ
と
で
、
福
島
県

代
表
と
し
て
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
ゆ
み

～
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
」

と
題
し
て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
概
要
（
沿
革
、
校
訓
・

校
章
、
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
受
け
入

れ
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
（
概
要
、

委
員
会
の
活
動
、
文
化
祭
へ
の
協

力
）
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
本
校
は
地
元
地
域
の
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生

が
多
い
こ
と
に
触
れ
、
同
窓
会
と

の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会
総

会
や
役
員
会
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
在
校
生
の
授
業
見
学
、
講
話

依
頼
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
合
同
懇

親
会
を
行
う
こ
と
は
、
地
域
の

方
々
の
貴
重
な
意
見
を
と
り
入
れ

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
も
同
様
に
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
役
員
の
定
数
も
削
減
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
縮
小
傾
向
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
実
施
し
て
い
る
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
の
他
に
、
今
後
は

講
演
会
の
開
催
や
駅
で
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
架
け

橋
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
全
国
高
Ｐ
連
山
口
大
会

　

全
国
大
会
は
今
年
で
六
十
三
回

を
数
え
、
八
月
二
十
一
・
二
十
二

日
山
口
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
山
口
市
と
宇
部
市
の
両

市
で
、
全
七
会
場
の
分
散
型
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
用
す
る
等
、
各
会
場

会　長　福島　佳之（安　　　積）

副会長　門馬亜津子（福　島　東）

　〃　　古川　雅和（清 陵 情 報）

　〃　　庚塚　俊恵（喜多方桐桜）

　〃　　塩澤　秀介（いわき総合）

　〃　　宇佐美　清（相　　　馬）

　〃　　久保田範夫（安　　　積）

監　事　山浦　康之（あさか開成）

　〃　　桑名　基勝（磐　　　城）

顧　問　関根　英樹（前　会　長）　

二
十
五
年
度
役
員
等

　

県
高
Ｐ
連
は
九
月
三
日
、
福
島

会
長
は
じ
め
副
会
長
で
あ
る
各
地

区
会
長
等
が
参
加
し
て
、「
東
日

本
大
震
災
並
び
に
原
発
事
故
に
関

わ
る
高
校
教
育
の
早
期
正
常
化
対

策
」
に
つ
い
て
、
県
教
育
長
に
対

す
る
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
杉
教
育
長
に
直
接
陳
情

書
を
提
出
、
趣
旨
を
説
明
し
て
善

処
方
を
要
請
し
ま
し
た
。
教
育
長

話
、「
日
本
の
教
育
の
再
生
」
と

題
し
た
下
村
博
文
文
科
大
臣
の
講

演
が
あ
り
、
高
校
生
の
子
を
持
つ

親
と
し
て
、
興
味
深
い
お
話
が
聞

け
ま
し
た
。
各
会
場
で
の
興
味
あ

る
記
念
講
演
も
然
る
こ
と
な
が

ら
、
今
回
の
大
会
で
特
筆
す
べ
き

は
、
第
二
分
科
会
で
、
郡
山
高
校

の
今
川
了
一
会
長
が
「
進
路
意
識

の
高
揚
を
図
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
」
と

題
し
発
表
を
行
な
っ
た
こ
と
で

す
。
本
県
の
現
状
報
告
は
勿
論
、

生
徒
達
に
対
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
「
将
来
何
に
な
り
た
い
か
」
で

は
な
く
、「
将
来
ど
ん
な
生
き
方

を
し
た
い
か
」
を
主
眼
に
様
々
な

活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
の
発
表

に
、
会
場
か
ら
多
く
の
賛
同
を
得

て
い
た
。
福
島
県
と
し
て
も
意
義

の
あ
る
全
国
大
会
で
し
た
。

�

東
北
高
Ｐ
連
山
形
大
会

　

第
六
十
二
回
東
北
地
区
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
山
形
大
会
が
七

月
十
一
・
十
二
日
山
形
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
管
の
下
、
山

形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
感
謝
す
る
こ
こ

ろ
～
家
族
・
地
域
・
社
会
の
絆
を

求
め
て
～
」
を
大
会
研
究
テ
ー
マ

と
し
、
東
北
各
県
か
ら
千
七
百
名

以
上
の
方
々
が
参
集
し
て
の
熱
気

あ
る
大
会
で
し
た
。
研
究
協
議
で

は
、
坂
下
高
校
の
磯
目
泰
彦
会
長

が
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
ゆ
み
～
こ
れ
か

ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
」
と
題
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
校
と
し
て
双
葉
翔
陽

高
校
を
受
入
れ
、
本
校
生
徒
と
の

交
流
を
行
な
っ
た
こ
と
等
の
有
意

義
な
発
表
で
し
た
。
和
田
秀
樹
氏

に
よ
る
記
念
講
演
後
、
山
形
中
央

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
素
晴
ら
し

い
演
奏
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、

参
加
者
に
感
動
を
与
え
た
東
北
大

会
で
し
た
。

と
も
特
色

の
あ
る
素

晴
し
い
大

会

で

し

た
。
基
調

講
演
で
は

安
倍
晋
三

総
理
（
ビ

デ

オ

出

演
）
の
お
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総
務
委
員
会

�

委
員
長　

福
島　

佳
之

 

（
安
積
高
校
）　
　

　

八
月
一
日
（
木
）
に
第
一
回
総

務
委
員
会
を
福
島
県
青
少
年
会
館

で
開
催
し
、
以
下
の
議
案
に
つ
き

協
議
し
ま
し
た
。

一
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に

つ
い
て

①
事
業
計
画
運
営
方
針
案
に
つ
い

て
…
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計

画
案
に
つ
き
、
昨
年
同
様
に
仮

設
校
舎
設
置
校
及
び
サ
テ
ラ
イ

ト
校
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す

る
旨
の
運
営
方
針
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、一
月
に
開
催

さ
れ
る
総
務
委
員
会
ま
で
に
サ

テ
ラ
イ
ト
校
訪
問
等
を
実
施
す

る
等
に
よ
り
、
こ
の
案
の
更
な

る
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

②
対
県
陳
情
要
望
に
つ
い
て
…
東

日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

後
、
未
だ
に
高
校
生
の
学
習
環

境
及
び
生
活
環
境
に
影
響
を
与

え
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
県
教

育
委
員
会
に
対
し
要
望
を
陳
情

し
ま
し
た
。

二
、
義
援
金
の
扱
い
に
つ
い
て

　

全
国
高
Ｐ
連
よ
り
、
第
五
次
義

援
金
が
福
島
県
へ
贈
呈
さ
れ
、
相

双
地
区
の
各
高
校
及
び
地
区
会

へ
、
全
額
配
分
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

三
、
年
次
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
度
県
大
会
は
、

相
双
地
区
開
催
予
定
で
す
が
、
未

だ
地
区
外
へ
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
高
校
も
あ
り
、
相
双
地

区
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
同
地
区
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
外
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
協
議
さ
れ
た
県
教
育
委

員
会
へ
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
去

る
九
月
三
日
に
会
長
、
副
会
長
及

び
事
務
局
長
の
七
名
に
て
、
県
教

育
庁
を
訪
問
し
杉
昭
重
教
育
委
員

長
へ
、
直
接
要
望
書
を
手
渡
し
、

陳
情
し
て
き
ま
し
た
。

進
路
対
策
委
員
会

委
員
長　

古
川　

雅
和

（
清
陵
情
報
高
等
学
校
）

「
進
路
実
現
」
に
向
け
て

　

今
年
度
の
進
路
対
策
委
員
会

は
、
八
月
一
日
に
各
委
員
・
事
務

局
参
集
の
中
、
福
島
市
の
青
少
年

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の

活
動
報
告
を
行
い
、
二
十
五
年
度

の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
の
結
果
、
今
年
度
も

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
発
行

す
る
と
い
う
事
で
合
意
し
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
保

護
者
に
確
実
に
配
付
す
る
た
め

に
、
配
付
時
期
を
新
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
や
入
学
式
に
合
わ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
間
同

じ
よ
う
な
内
容
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
今
年
度
は
内
容
に
つ
い

て
、「
進
路
選
択
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

防
止
」・「
先
輩
の
声
」・「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」・「
ア
ン
ケ
ー
ト
」・「
親

子
で
し
っ
か
り
考
え
て
」・「
話
し

合
い
の
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
」

な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と

に
、
次
回
委
員
会
で
内
容
を
確
認

し
、
保
護
者
の
方
々
の
参
考
に
な

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
達
の
進
路
を
考
え

る
と
、
高
校
入
学
と
同
時
に
、
親

子
の
話
し
合
い
を
持
ち
、
就
職
・

進
学
ど
ち
ら
で
も
子
ど
も
に
と
っ

て
ベ
ス
ト
な
進
路
に
な
る
よ
う
に

学
校
・
家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、
進
路
目
標
実
現
の
た

め
に
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

健
全
育
成
委
員
会

委
員
長　

門
馬　

亜
津
子

（
福
島
東
高
校
）

　

健
全
育
成
委
員
会
で
は
、
①
高

校
生
へ
の
安
全
教
育
、
安
全
活
動

の
充
実
・
促
進　

②
健
全
育
成
安

全
教
育
に
関
す
る
関
係
機
関
・
諸

団
体
と
の
連
携　

③
交
通
安
全
運

動
の
促
進　

④
生
徒
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
社
会
活
動
の
参
加
、
こ
の
四
つ

を
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
な
活
動
は
、「
登

校
時
一
声
運
動
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

運
動
」
と
「
善
行
推
薦
表
彰
」
で

す
。「
登
校
時
一
声
運
動
・
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
」
は
、
東
北
地
区
高

Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
会
の
取
り
組

み
と
し
て
、
東
北
六
県
で
協
力
し

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
加
盟
校
で
は
、
単
Ｐ
独
自

の
重
点
事
項
を
掲
げ
委
員
会
と
協

力
し
、
地
域
性
を
活
か
し
た
活
動

が
定
着
し
て
お
り
ま
す
。
加
盟
校

に
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、

年
度
末
に
東
北
地
区
高
Ｐ
連
健
全

育
成
委
員
会
に
て
集
計
し
、
配
布

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
見
直
し
も
計
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
朝
の
元
気
な
様
子
が
直

接
う
か
が
え
る
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。　

　

「
善
行
推
薦
表
彰
」
は
、
高
校

生
の
健
全
育
成
を
進
め
、
生
徒
の

励
み
に
な
る
よ
う
善
行
・
社
会
奉

仕
を
行
な
っ
た
生
徒
・
団
体
を
選

考
し
、
表
彰
し
ま
す
。
子
ど
も
の

健
全
育
成
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
と

共
に
学
校
、
そ
し
て
地
域
の
連
携

で
、
さ
ら
に
成
長
の
手
助
け
を
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長　

塩
澤　

秀
介

（
い
わ
き
総
合
高
校
）

紙
面
か
ら
元
気
を

 

　

～
福
島
復
興
の
た
め
に

　

こ
の
一
年
間
調
査
広
報
委
員
の

皆
さ
ん
、
御
忙
し
い
中
、
御
尽
力

戴
き
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
の
忌
ま

わ
し
い
出
来
事
か
ら
早
や
三
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

状
は
、
決
し
て
満
足
の
い
く
進
捗

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
各

個
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
絶
え

ま
な
い
努
力
で
少
し
ず
つ
前
に
進

ん
で
い
ま
す
。
我
々
役
員
と
し
ま

し
て
は
、
主
な
活
動
で
あ
る
広
報

紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
と
県
高
Ｐ

連
会
報
の
発
刊
に
お
い
て
、
少
し

で
も
元
気
造
り
を
と
想
い
、
前
向

き
に
動
い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月

一
日
、
第
一
回
調
査
広
報
委
員
会

で
、
会
報
紙
の
紙
面
サ
イ
ズ
は
昨

年
同
様
Ａ
四
判
六
ペ
ー
ジ
で
同
意

し
、
一
面
に
、
三
年
振
り
に
開
催

し
た
高
Ｐ
連
い
わ
き
大
会
を
大
々

的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
流
れ
と
し
て
は
、
通
常
の
構

成
で
も
粋
の
い
い
紙
面
に
し
て
い

く
事
。
そ
し
て
、
原
稿
依
頼
に
際

し
て
は
、
御
多
忙
の
中
、
快
く
引

き
受
け
て
戴
き
感
謝
に
耐
え
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
各
校
の
広
報
紙
の
方

で
す
が
、
各
校
の
熱
い
思
い
が
凝

縮
さ
れ
た
甲
乙
付
け
難
い
広
報
紙

ば
か
り
で
し
た
。
今
年
は
、
選
出

に
骨
が
折
れ
る
傑
作
の
数
々
に
、

頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

私
と
し
て
は
、
今
の
現
状
を
打

破
す
べ
き
我
々
が
で
き
る
事
、
タ

イ
ト
ル
に
も
記
し
た
『
紙
面
か
ら

元
気
を
』
を
、
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
最
後
に
、
手
に
取
っ
て
読
み

た
く
な
る
紙
面
・
興
味
を
そ
そ
る

生
徒
達
の
活
躍
の
あ
る
記
事
。
生

の
県
高
Ｐ
連
の
動
き
が
わ
か
る

事
。
課
題
を
い
つ
も
追
い
求
め
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
活

動
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
活
発
な
協
議
を
し
て

い
き
た
く
思
い
ま
す
。

単
Ｐ
活
動
報
告

好
間
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
毎
年
四

月
に
全
校
生
徒
の
保
護
者
を
対
象

に「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
参
加
希
望
調
査
」

を
実
施
し
、
次
の
三
項
目
に
つ
い

て
い
ず
れ
か
に
参
加
し
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

で
す
。
今
年
度
は
三
学
年
が
六
・

十
月
、
二
学
年
が
七
・
十
一
月
、

一
学
年
が
九
・
十
二
月
、
計
十
六

回
、
朝
八
時
か
ら
三
十
分
間
、
生

徒
昇
降
口
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
保
護
者
の
方
に
ご
参

加
頂
き
、
参
加
後
に
は
学
校
生
活

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ど

の
感
想
も
頂
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
今
年
度
は
、
好
高
祭
が
十
一

月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
三
学
年
保
護
者
を
中
心
に
、

豚
汁
と
焼
き
鳥
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　

三
つ
目
は
好
間
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
球

技
大
会
で
す
。
今
年
度
は
八
月

二
十
五
日
に
好
間
中
学
校
で
行
わ

れ
、
好
間
地
区
小
中
高
校
の
計
六

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
中
心
に
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
、
い
わ
き
地
区
高

Ｐ
連
調
査
広
報
事
務
局
と
い
う
こ

と
で
、
ラ
ジ
オ
福
島
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
大
和
田
新
氏
を
お
招
き
し

て
講
演
会
を
実
施
し
た
り
、
県
大

会
に
て
発
表
し
た
り
と
積
極
的
に

活
動
し
た
一
年
で
し
た
。

　

次
年
度
も
全
保
護
者
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
実
施
し
、
さ
ら
に
好
間
高

校
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
心
が
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
高
Ｐ
連
専
門

委
員
会
・
単
Ｐ

活

動

報

告

平成25年度
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富
岡
高
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

主
将　
　

保
木
卓
朗

　

僕
た
ち
富
岡
高
校
男
子
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
は
、
永
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
学
校
対
抗

戦
初
優
勝
・
打
倒
埼
玉
栄
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦

の
前
、
コ
ー
ト
上
で
全
員
で
手
を

つ
な
ぎ
目
を
閉
じ
ま
し
た
。
本
多

先
生
か
ら
「
つ
い
に
最
高
の
舞
台

国
体
優
勝

　
　

福
島
県
立
安
達
高
等
学
校

　
　

カ
ヌ
ー
部　

小
久
保　

南
海

　

今
年
の
国
体
は
、
二
度
目
の
出

場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ぜ
ひ
優

勝
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん

だ
試
合
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
大

会
の
二
週
間
前
か
ら
父
と
朝
練
習

を
す
る
な
ど
、
準
備
万
端
の
状
態

で
試
合
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
の
大
会
で
は
、
予
選
か

ら
緊
張
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

今
回
は
準
備
を
き
ち
ん
と
し
て
、

自
分
に
自
信
が
持
て
て
い
た
の

で
、
あ
ま
り
緊
張
せ
ず
、
漕
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、

さ
す
が
に
少
し
緊
張
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
冷
静
に
漕
ぐ
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
レ
ー
ス
プ
ラ
ン
が

う
ま
く
い
っ
て
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
と
て
も
納
得
が
い

く
試
合
で
し
た
。

　

優
勝
し
た
こ
と
で
、
一
番
高
い

得
点
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
福

島
県
に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
国
体
に

出
場
し
て
連
覇
し
、
ま
た
福
島
県

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

北
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

　

田
村
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

近
内　

三
孝

　

私
は
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

周
囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た

か
ら
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
新
た
な
目
標
に
向
か
い
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。最

優
秀
読
手
に
な
っ
て

　
　

安
積
黎
明
高
等
学
校
か
る
た
部

　

星　
　

杏
奈

　

私

は
、

八

月
三
日

四
日
に

行
わ
れ

た
『

長

崎
し
お
か
ぜ
総
文
』
の
『
小
倉
百

人
一
首
か
る
た
部
門
』
で
、
最
優

秀
読
手
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
先
輩
方
が
こ
の
大
会
に

挑
ん
で
お
り
、
ま
た
、
全
国
の
読

手
の
み
な
さ
ん
と
競
え
る
と
あ
っ

て
、
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

私
が
読
手
を
始
め
た
の
は
、
受
賞

か
ら
一
年
ほ
ど
前
の
夏
で
し
た
。

日
々
の
練
習
に
加
え
、
比
較
的
大

き
な
大
会
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
自
分
の
力
と
な
る
経
験
を

た
く
さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

に
た
ど
り
着
い
た
な
。
こ
の
瞬
間

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
間
、
色
々

あ
っ
た
け
ど
皆
よ
く
頑
張
っ
た
。

後
は
思
い
っ
き
り
こ
の
時
を
楽
し

む
だ
け
だ
。
さ
あ
行
く
ぞ
！
」
目

を
開
き
会
場
を
見
渡
す
と
、
保
護

者
や
先
生
方
そ
し
て
卒
業
生
、
富

岡
町
・
猪
苗
代
町
有
志
の
方
々
が

多
数
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。「
私
は
一
人
で
は
な

い
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
、
そ
し

て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
と

と
も
に
こ
の
場
に
立
っ
て
い
る
ん

だ
。」
そ
う
感
じ
た
瞬
間
、
目
頭

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
試
合
の
こ
と
や
優
勝

し
た
瞬
間
の
こ
と
は
あ
ま
り
よ
く

思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
思

い
っ
き
り
楽
し
か
っ
た
。そ
し
て
、

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
記
憶
だ
け

は
残
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
仲
間

を
信
じ
、
自
分
の
歩
ん
で
き
た
プ

ロ
セ
ス
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
な

ど
に
よ
り
、
私
は
た
く
さ
ん
の
も

の
を
失
い
ま
し
た
。
し
か
し
同
時

に
、「
仲
間
」
と
い
う
か
け
が
え

の
な
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
仲
間
と
と
も
に
富

岡
高
校
で
、
日
本
一
に
な
れ
た
こ

と
を
私
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。

六
十
二
㎏
級
に
出
場
し
、
Ｃ
＆

ジ
ャ
ー
ク
・
ト
ー
タ
ル
に
お
い
て

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
、
怪
我
に
よ
り
思
う
よ
う
な

結
果
が
で
ず
、
悔
い
が
残
り
ま
し

た
。
そ
の
日
か
ら
怪
我
を
し
な
い

体
づ
く
り
と
、
記
録
向
上
を
目
指

し
、
毎
日
の
練
習
の
中
で
、
そ
の

日
そ
の
日
の
目
標
を
持
ち
練
習
に

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
弱
点
で

あ
っ
た
大
腿
四
頭
筋
、
体
幹
の
強

化
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
ス
ナ
ッ
チ

一
〇
五
㎏
と
、
ベ
ス
ト
が
出
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク

で
は
集
中
し
競
技
に
臨
み
、
自
己

新
記
録
の
一
四
一
㎏
を
達
成
し
総

合
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
せ

た
の
も
、顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、

全国大会
栄光を称えて

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
総
文
祭
で

は
い
つ
も
通
り
落
ち
着
い
た
読
み

が
で
き
た
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
結
果
は
私
一
人
の
力

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
安
積
黎
明

か
る
た
部
の
伝
統
を
築
き
、
伝
え

守
っ
て
き
た
先
輩
方
の
お
か
げ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
歩
ず

つ
前
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
の
軌
跡

　
　

相
馬
高
等
学
校
放
送
部

　

局
長　

鈴
木
ひ
か
る

　

「
相
馬
高
校
か
ら
未
来
へ
」
と

名
付
け
た
私
た
ち
放
送
局
の
テ
レ

ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
第

六
十
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
等
学
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
、
震
災
後
の
私
た
ち
相
馬
高
校

生
の
軌
跡
で
す
。
決
勝
大
会
で

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
、

た
く
さ
ん
の
人
に
観
て
頂
く
こ
と
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が
で
き
ま
し
た
。
長
時
間
に
及
ぶ

取
材
や
、
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
で
の
映
像
編
集
作
業
は
、
決
し

て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
辛
い
こ
と
以
上
に
得
ら

れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
た
放
送

局
、
演
劇
部
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ

め
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
ま
で

こ
の
伝
統
あ
る
相
馬
高
校
放
送
局

で
活
動
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。
私
は
卒
業
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
相
馬
高
校
放
送
局
は
ま

だ
ま
だ
、
さ
ら
に
進
化
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
相
馬
高
校

放
送
局
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
参
加
し
て

　
　

会
津
高
等
学
校
合
唱
部

　

顧
問　

大
竹　
　

隆

　

去
る
十
月
二
十
六
日
、
広
島
県

福
山
市
の
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
・
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
第
六
十
六
回
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
Ｂ
グ

ル
ー
プ
（
三
十
二
名
以
上
の
部
）

に
東
北
支
部
代
表
と
し
て
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

出
発
前
か
ら
、
台
風
の
直
撃
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
秋

晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
金
賞
並

び
に
広
島
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
宮
沢
賢
治
の
詩
に
よ
る
課

題
曲
と
聖
母
マ
リ
ア
を
讃
え
る
自

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
輩
方
や
、
私
た
ち
の
夢
で
も

あ
っ
た
「
日
本
一
」
を
現
実
の
も

の
に
で
き
た
の
は
、
顧
問
の
先
生

に
県
内
だ
け
で
な
く
県
外
の
遠
征

や
、
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
声
出
し
な
ど
文
化
部
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
練
習
を

し
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
試
行
錯
誤
し
て
、
効
果
的

な
練
習
を
考
え
て
き
た
先
輩
方
、

一
緒
に
練
習
し
て
き
た
仲
間
、
そ

し
て
部
員
全
員
が
、
高
い
意
識
の

も
と
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
で
、
先
輩
を
含
め
み
ん

な
で
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
珠
算
部
は
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
強
く
な
り
、
福
島
県
や
東

北
地
方
を
代
表
す
る
部
活
動
と
し

て
、
全
国
大
会
で
何
度
も
優
勝
で

き
る
チ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

が
、
わ
た
し
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
る
方
た
ち
へ
の
恩
返
し
だ
と
思

い
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
等
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
は
、
去
年
の
八
月
か
ら
体
調

を
崩
し
、
思
う
よ
う
に
練
習
が
で

き
ず
苦
し
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
家
族
や
学
校
の

枠
を
超
え
て
、
練
習
の
仕
方
を
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ

し
て
何
よ
り
小
名
浜
高
校
の
先
生

方
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

次
回
の
全
国
大
会
で
は
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
の
意
味

も
込
め
て
、
絶
対
に
「
優
勝
」
を

持
ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

由
曲
、
ど
ち
ら
も
詩
の
解
釈
が
難

し
く
、
歌
う
よ
り
話
し
合
う
時
間

の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
妥
協
せ
ず
、
自
分
達
の
納

得
の
い
く
響
き
を
追
求
し
続
け
た

こ
と
が
、
結
果
に
結
び
付
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
、
常
に
惜
し

ま
ぬ
ご
支
援
を
し
て
頂
い
た
ご
保

護
者
と
学
校
関
係
の
皆
様
、
そ
し

て
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
と
ら
わ

れ
ず
、
意
義
あ
る
活
動
を
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
一
に
な
る
た
め
に

　
　

郡
山
商
業
高
等
学
校　

珠
算
部

　

私
た
ち
珠
算
部
は
、
平
成

二
十
五
年
度
全
国
電
卓
競
技
大
会

団
体
の
部
に
お
い
て
、
日
本
一
を

三
年
計
画
、
次
こ
そ
は

　
　

小
名
浜
高
等
学
校

　

商
業
部　

高
橋　

秀
典

　

私
は
、
第
五
十
九
回
全
国
商
業

高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技
大
会

珠
算
部
の
読
み
上
げ
暗
算
競
技
に

お
い
て
、
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の

「
ふ
く
し
ま
発
、
技
術
者

の
た
ま
ご
」
と
し
て

～
技
へ
の
飽
く
な
き
挑
戦

世
界
へ
～

　
　

郡
山
北
工
業
高
等
学
校　

高
畑　
　

悠

　

平
成
二
十
五
年
六
月
に
ス
ペ
イ

ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
さ
れ
た

第
四
回
国
際
ナ
ノ･

マ
イ
ク
ロ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
世
界

各
国
の
主
に
大
学
院
生
や
大
学
生

が
出
場
す
る
中
、
高
校
生
チ
ー
ム

と
し
て
、
世
界
初
と
な
る
Ｓ
ｅ
ｃ

ｏ
ｎ
ｄ　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｚ
ｅ
に
上
位
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世

界
大
会
で
は
、
一
般
の
方
に
対
す

る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
審
査

員
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
製
品
の
評
価
が
行
わ
れ
ま
し

展示風景（CCIB：バルセロナコンベンションセンター）

バルセロナ大学（表彰式後）サグラダファミリアの前にて

た
。
自
分
た
ち
が
創
っ
た
も
の
の

魅
力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
。

福
島
の
工
業
高
校
生
の
力
で
世
界

一
へ
挑
戦
す
る
た
め
に
、
今
回
の

「
Ｓ
ｍ
ａ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
を
創
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
ロ
ボ
ッ

ト
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
あ

げ
ら
れ
、
特
に
原
子
力
発
電
所
の

問
題
解
決
の
た
め
に
は
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
の
発
展
が
急
務
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
は
誰
で
も
容
易
に
操
縦
で

き
、
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
に
も
活
用
で

き
る
「
Ｓ
ｍ
ａ　

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
の

開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
高

の
仲
間
と
創
っ
た
「
Ｓ
ｍ
ａ　

Ｒ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
が
世
界
で
評
価
さ
れ
た

こ
と
に
感
激
し
、
福
島
に
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
ら
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

編 集後記
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■水泳競技

服部　　翼　福島成蹊高等学校

　少年男子B100m自由形 ４位

服部　　翼　福島成蹊高等学校

　少年男子B100mバタフライ １位

安部翔一郎　湯本高等学校

　少年男子B100m平泳ぎ ３位

加藤　　樹　福島成蹊高等学校

　少年男子B200m個人メドレー ４位

加藤　　樹　福島成蹊高等学校

安部翔一郎　湯本高等学校

寺田　拓未　湯本高等学校

服部　　翼　福島成蹊高等学校

　少年男子B400mメドレーリレー ３位

小松　桃子　湯本高等学校

　少年女子A100m自由形 ４位

■ボート競技

佐々木　幸　田村高等学校

　少年女子シングルスカル ５位

■陸上競技

吉田　　惇　平工業高等学校

　少年男子共通円盤投 ３位

村澤　雄平　会津学鳳高等学校

　少年男子Aやり投 ７位

五十嵐　礼　会津学鳳高等学校

　少年男子B11OmH ６位

荒　　裕子　相馬東高等学校

　少年女子共通やり投 ７位

■サッカー競技

少年男子 ４位

■レスリング競技

我妻翔比古　田島高等学校

　少年男子グレコローマンスタイ

　ル60㎏ ３位　　

■ウエイトリフティング競技

中野　直樹　川俣高等学校

　少年男子53㎏級スナッチ ５位

中野　直樹　川俣高等学校

　少年男子53㎏級C&J ５位

近内　三孝　田村高等学校

　少年男子62㎏級スナッチ １位

近内　三孝　田村高等学校

　少年男子62㎏級C&J １位

佐藤　啓隆　福島工業高等学校

　少年男子94㎏級スナッチ ５位

佐藤　啓隆　福島工業高等学校

　少年男子94㎏級C&J ４位

■自転車競技

西尾　滉平　平工業高等学校

　少年男子1タイム･トライアル

 ３位

■ソフトボール競技

少年女子 ３位

■バドミントン競技

少年男子 ５位

　保木　卓朗　富岡高等学校

　小林　優吾　富岡高等学校

　古賀　　穂　富岡高等学校

少年女子 ５位

　濱北　もも　富岡高等学校

　東野　有紗　富岡高等学校

　川上紗恵奈　富岡高等学校

■カヌー競技

菅野　寿斗　安達高等学校

　少年男子カヤックシングル

　500m ５位

菅野　寿斗　安達高等学校

　少年男子カヤックシングル

　200m ５位

小久保南海　安達高等学校

　少年女子カヤックシングル

　500m １位

小久保南海　安達高等学校

　少年女子カヤックシングル

　200m ４位

平成25年度
全国高等学校総合体育大会
■陸上競技

吉田　　惇　平工業高等学校

　男子円盤投 ５位

田辺　美咲　田村高等学校

　女子1500m ４位

■水泳(競泳)

　小松　桃子　湯本高等学校

　　女子100m自由形 ３位

　女子200m自由形 ５位

伊藤　朱理　いわき光洋高等学校

　女子800m自由形 ８位

■ソフトテニス

　那須　暁帆・後藤祐佳里

 　田村高等学校

　　女子個人 ５位

■バドミントン

　富岡高等学校　男子団体 １位

保木　卓朗　富岡高等学校

　男子シングルス ２位

小林　優吾　富岡高等学校

　男子シングルス ３位

保木　卓朗・小林　優吾

 　富岡高等学校

　男子ダブルス １位

渡辺　勇大・三橋　健也

 　富岡高等学校

　男子ダブルス ５位

富岡高等学校女子団体 ２位

大堀　　彩　富岡高等学校

　女子シングルス ３位

東野　有紗　富岡高等学校

　女子シングルス ５位

■ボート

　佐々木　幸　田村高等学校

　　女子シングルスカル ６位

■自転車競技� ６位

白河実業

　４チーム・パーシュート ８位

平工業高等学校

　チームスプリント ８位

西尾　滉平　平工業高等学校

　ケイリン　 ７位

■ウエイトリフティング

　中野　直樹　川俣高等学校

　　53㎏級スナッチ　 ３位

　53㎏級クリーン＆ジャーク

 ５位

　53㎏級トータル ２位

近内　三孝　田村高等学校

　62㎏級スナッチ　 ２位

　62㎏級クリーン＆ジャーク １位

　62㎏級トータル　 １位

佐藤　啓隆　福島工業高等学校

　94㎏級スナッチ ８位

　94㎏級クリーン＆ジャーク ６位

　94㎏級トータル ６位

■ボクシング

　村上　真統　平工業高等学校

　　ライトウェルター級 ５位

■フェンシング

　佐藤　篤志　川俣高等学校

　　男子サーブル ８位

■カヌー

　鴫原雄斗・野地裕太

　 二本松工業高等学校

　　男子カヤックペア200m ６位

　男子カヤックペア500m ８位

平成25年度
高文連専門部全国大会（団体）

■第80回

　全国学校音楽コンクール全国大会�

　安積黎明高等学校 銀賞(2位相当)

■第66回

　全日本合唱コンクール全国大会

　会津高等学校

 金賞(2位相当)（広島県知事賞)

安積黎明高等学校

 金賞(3位相当)

 (広島県教育委員会賞)

郡山高等学校 金賞

■第61回全日本吹奏楽コンクール

　湯本高等学校 銀賞

　平商業高等学校 銀賞

■日本学校合奏コンクール2013

全国大会

　郡山商業高等学校 銅賞

■第60回ＮＨＫ杯

　全国高校放送コンテスト�

テレビドキュメント部門

　相馬高等学校 優勝

　原町高等学校 優良賞

　安積黎明高等学校 入選

創作テレビドラマ部門

　磐城高等学校 優勝

ラジオドキュメント部門

　相馬高等学校 入選

■第37回

　全国高等学校総合文化祭将棋部門

■第49回全国高等学校将棋選手権大会

福島高等学校　男子団体　

駒林寛己・堀内雄登・宍戸将樹

 第５位(ベスト８）

■第37回

　全国高等学校総合文化祭新聞部門

福島高等学校 優良賞

郡山東高等学校 

 年間紙面審査奨励賞

■第28回全国高等学校文芸コンクール

文芸部誌部門

磐城高等学校 優良賞

■第37回全国高等学校総合文化祭

自然科学部門

ポスター (パネル)発表科学部門

　磐城高等学校 奨励賞

　磐城高等学校 地学部門奨励賞

　磐城高等学校 科学部門奨励賞

■第４回国際ナノ・マイクロアプリ

　ケーションコンテスト

鈴木　祐太・関根　悠太

高畑　　悠・橋元　佑真

 郡山北工業高等学校

 世界大会２位

 2013年準グランプリ
 （全国大会１位）

■第60回全国高等学校

　珠算･電卓競技大会�

　郡山商業高等学校

　　団体総合 第４位

■平成25年度全国電卓競技大会

郡山商業高等学校

　団体競技高校の部 第１位

■第61回全国高等学校家庭クラブ

　研究発表大会

学校家庭クラブ活動の部

福島北高等学校

　 文部科学大臣賞（第１位）

（個人）
■第37回全国高等学校総合文化祭　

海津ひかり　白河高等学校

　書道部門　 特別賞

■第60回

　ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト

叶多　栞　磐城高等学校

　アナウンス部門　 入選

渡邉由紀子　郡山高等学校

　朗読部門 入選

■第34回

　U-20プログラミングコンテスト

羽生　　徹　郡山北工業

　 経済産業大臣賞(全国1位)

■第60回全国高等学校

　珠算・電卓競技大会

珠算部門

高橋秀典　小名浜高等学校

　読上暗算競技 第2等

電卓部門

大柿里紗　郡山商業高等学校

　個人総合　 第３等　

伝票算

渡邉紗弥　郡山商業高等学校

　　 第２等

熊谷由美　郡山商業高等学校

 　　第３等

■第37回全国高等学校総合文化祭

小倉百人一首かるた部門

　星　杏奈　安積黎明高等学校

　　読手コンクールの部

 　最優秀賞

 　全日本かるた協会長賞

　古川可奈　安積黎明高等学校

　　読手コンクールの部

 　優良賞(第６位）

■第35回全国高等学校

　小倉百人一首かるた選手権大会

古川可奈　安積黎明高等学校　

　Ｂ級　 ２位

栁沼奏絵　郡山商業高等学校

　Ｃ級　 ３位

■第28回全国高等学校

　文芸コンクール短歌部門

藤原　千鶴 磐城高等学校 優秀賞

廣岡奈那子 磐城高等学校 入選

■第43回

　日本学校農業クラブ全国大会

　農業鑑定競技

渡辺唯嗣　岩瀬農業高等学校

　農業　 優秀

根本有希　磐城農業

　生活科学　 優秀

赤坂春奈　福島明成高等学校

　食品科学　 優秀

遊佐茉由子　福島明成高等学校

　食品科学　 優秀

齋藤公見　修明高等学校

　農業情報処理競技　 優秀　

■第61回全国高等学校家庭クラブ

　研究発表大会

ホームプロジェクトの部

國分　愛　耶麻農業高等学校

 全国家庭科教育協会賞（第４位）

 

国体・高校総体・定時制通信制体育大会・高文連全国大会

栄　光　の　記　録


